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」れからどうなるl｜亙東関係協会東京弁事処の受付前

「
歓
迎」「
冷
静」「
警
戒」

反
応
さ
ま
ざ
ま
在
日
関
係
者

米
中
国
交
樹
立
1
10
太
平
洋を
は
さ
ん
だ
ビ
ッ
グニ
ュ
ー
ス
が
十
パ
日
柄、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
北
京
で
突
然、
発
表
さ
れ
た。
ニ
クソ
ン
説
中
で
包
界
を
飽

か
せ
て
か
ら
六
年
ぶ
り。
予
想
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え、
大国
ア
メ
リ
カ
は、
と
う
と
う
台
湾』乞
切
り
捨
て
た。
国
交
断
治、
米
貿ー
の
総
引
き
初
げ。
その
g

Eg
的
な
早
さ、
そ
し
て
外
交
の
現
実
に、
在
日
台
湾
関
係
者
は
「
何
も
一話
う
こ
と
は
な
い」
。
「
心
か
ら
歓
迎
す
る」
と
d
び
に
あ
ふ
れ
る
制
中
国
派
の
人
々

と
は
対
照
的
だっ
た。
一
方、
日
本
の
財
界
は、
早く
も
米
国
の
中
凶
市
栃
切
り
込
み
に
登
戒
の
戸
を
あ
げ
る
な
ど
反
凶
は
さ－E
ざ
ま
だ
が、
と
も
か
く
も、

第二
次
大
戦
後
ゆ
れ
続
け
た
米
中、
台
湾
関
係
に
照
史
的
な
区
切
り
が
つ
け
ら
れ
た。

東
京
港
区
東
麻
布一
の
八
の
五
に
あ一
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
は
何
も
い
え
ま

る
台

曹話
の
事
実
上
の
H
大
使
館H一
せ
ん」
と
強
い
口
調
で
断っ
た
と
こ
ろ

夜
東
関
係
協
会
東
京
弁
事
処。
鐙
銀
宏一
に、
衝
撃
の
深
さ
が
現
れ
て
い
た。

文
化
広
報
部
長
以
米
国
に
よ
る
「
台
湾一
日
本
と
中
国
の
国交正
常
化
以
降、

切
り
捨
て」
と
い
う
衝
撃
的ニ
ュ
ー
ス一
民
間
協
定
で
日
本
に
来り
入
れ
て
い
る

に
対
し
て
「
ま
だ
事
実
か
ど
う
か
確
認一
中
華
航
空
の
関
係
者
は
「
米
中
国
交
樹

し
て
い
な
い。
ま
た
こう
い
う
問
題
に一
立」
発
表
に
つ
い
て
十
六
日
朝
「
そ
ん

つ
い
て
国
外
に
い
る
わ
れ
わ
れ
は
発
言一
な
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
関
係
し
た
と
と

す
る
立
場
に
な
い」
と
口
を
つ
ぐ
ん一
で
は
な
い」
と
は
き
捨
て
る
よ
う
に
述

だ。
ζ
の
日
は
土
曜
日
の
た
め、
午
前一
べ
る
な
ど、
当
然
の
と
と
と
は
い
え、

中
は
全
職
員
が
出
動
し
て
い
た
が
「
職一
厳
し
い
反
応を
示
し
た。

同開
の
聞に
助
揺
は
あ
り
ま
せ
ん」
と
同一
「
米
中
国
交
正
常
化」
のニ
ュ
ー
ス

部
長。
し
か
し
「
何
か
コ
メ
ン
ト
を」一
が
届
い
た
昼
前
は、
ち
ょ
う
ど
早
朝
と

と
盈
ね
て
要
請
す
る
と
「
園
内（
台
湾）一
午
後
の
便
の
閣
の
援
も
ヒ
マ
な
時
台

湾
人
職
員
は
「
私
共
は
政
治
と
は
関
係

な
い。
話
は
本
社
で
聞
い
て
欲
し
い」

と
冷
た
く
言
い
放っ
た。

台
湾系
華
僑
団
体
の
中
講
民
国
留
日

東
京
華
僑
総
会
（一
万
三
千
人）
は

「
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
は
自
由
主
義
国
家。
四
十
七
年
の

日
台
国
交
断
絶
の
と
き
も
結
局、
大
き

な
混
乱
は
起
き
な
かっ
た」
と
冷
静。

台
湾
か
ら
の
留
学
生
に
は、
大
き
な

ショ
ッ
ク
を
与
え
た。
来
年、
九
州
大

学
を
受
験
す
る
と
い
う
台
北
出
の
女
子

留
学
生
合同）
は
「
い
つ
か
は
と
う
な
る

と
思っ
て
い
ま
し
た
が、
こ
ん
な
に
早

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た。
ショ
y

ク
で
す。
中
凶
は
台
湾
を
武
力
侵
攻
す

る
で
しょ
う
が、
台
湾
国
民
は
み
ん
な

戦
う
気
持
ち
を
持っ
て
お
り、
ベ
ト
ナ

ム
の
よ
う
に
は
な
ら
な
い
で
しょ
う」

と諮
っ
て
い
た。

一
方、
こ
うし
た
台
湾
系
の
人
々
の

街
川市
と
は
刈
照
的
に、
日
中
友
好
協
会

全
国
本
部・
宮
崎
山
民
理
ω
長
は
「
日

中平和友好条約に引き続き、世界

情
勢
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
出
米
事

だ。
戦
令
を
阻
止
し、
世
界
を
よ
り
よ

く
発
殴
さ
せ
る
た
め
に
只
献
す
る
も
の

と
し
て、
心
か
ら
歓
迎
す
る。
ア
〆
リ

カ
で
は
こ
の
数
年、
学
生、
労
働
者
な

ど
を
中
心
〆
ンパ
ー
と
し
た
H
米
中
友－

好
協
会H
の
活
動
か
病
発
に
なっ
て
お

り、
白
木
側
か
ら
も、
米
中
国
交
回
復

運
動
を
す
す
め
る
た
め
の
意
見
書
を同

協
会
に
送
る
な
ど、
関
係
が
深
かっ
た

だ
け
に、
一
一円
よ
ろ
こび
は
大
き
い」

と
い
っ
て
い
たU

国側判対到州制到矧ペ酎

際
関
係
論）
は
「一
口
で
い
う
と、
い

よ
い
よ
来
る
べ
き
時
代
が
き
た
な
と

思
う
と
同
時
に、
ず
い
ぶ
ん
長
い
時
闘

が
か
かっ
た
と
感
じ
る。
今
回
の
指
績

は
中
国
に
とっ
て
よ
り
大
き
な
怠
味
を

持っ
て
い
る。
中
国
は、
い
ま
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る。
四
つ
の
現
代

化をすすめる、2えで、日米の協力

が
必
裂
で、
日
巾
の
あ
と
米
中
の
段
階

と
なっ
た。
と
れ
で
米
臼
中
の
対
ソ
同

盟
が
形
成
さ
れ
た
形
と
な
る。
中
国
は

東
方
の
新
N
A
T
O
結
成
が
必
要
だ
と

いっ
て
お
り、
米
日
中
の
崩
事
防
衛
協

力
体
制
を
問中
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る。
だ
か
ら、
今
回
の
指
鐙

は、
国
際
政
治
の
う
え
でニ
ク
ソ
ン
訪

中
当
時
と
は
遣
う
ウ
エ
ー
ト
を
持っ
て一

い
る」
と、
変
転
き
わ
ま
り
の
な
い
外一

交
の
世
界
を
分
析
し
て
い
た。

一

「
財界、素早く一

歓迎コメント一

日
本
の
財
界
筋は、
い
ち
早
く
グ
歓一

迎un
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン。
土
光
敏
夫
経一

団
連
会
長
は
「
当
然
で
あ
り、
世
界
の一

安
定
の
た
め
に
歓
迎
す
る」
と
コ
メ
ン←

ト
を
発
表。

一

「
米
中
が
国
交
を
叫樹
立
す
る
こ
と
は一

当
然
で
あ
り、
早
晩
実
現
す
る
と
思っ一

て
い
た。
あ
る
窓
味
で
は
還
す
ぎ
た
と一

米中外交　電撃ニュースに驚き広がる


